
１月 ２月 ３月 ４月～

医療従事者向け
先行接種※２

医療従事者向け
優先接種

高齢者向け
優先接種

その他の方(基礎疾患
のある方を優先）

優先接種

先行接種

医療機関との調整・接種会場の確保 冷凍庫配備
等 接種券の発行

※１ スケジュールは、国のワクチンの承認状況によるため、現時点の想定
※２ 国主導の１万から２万人程度の医療従事者に対するワクチン先行接種は２月から開始
※３ その他の方（基礎疾患のある方を優先）については、接種券が届き次第順次接種。

（参考）新型コロナウイルスワクチン接種の概要
○新型コロナのワクチンは、ファイザー社、アストラゼネカ社、モデルナ社の３社からの供給を予定。
○新型コロナのワクチンは、国の指示のもと、都道府県の協力により、市町村において予防接種を実施。
（接種に関する費用は無料。予防接種により健康被害が生じた場合の救済措置は国が行う。）

接種券の
発行※３
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・冷凍庫の配備
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医療機関との調整
医療関係団体との調整

冷凍庫
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医療従事者に対する接種体制（ファイザー製ワクチン）

ワクチン１０００回分程度の接種が可能な基本型接種施設にディープフリーザーを設置し、ワクチンを
メーカーから直接受け取り、基本型接種施設からワクチンを小分けし１００回分程度の接種が可能な連携
型接種施設とでグループ化し、医療従事者の接種を行う。

冷凍（-75℃前後で配送）

最小包装単位：１９５バイアル
（１１７０接種回分） ディープフリーザーを設置

1,000回程度の接種
ディープフリーザーで２か月
保管が可能

メーカー倉庫
基本型接種施設 連携型接種施設

冷蔵（2～8℃）で移送

冷蔵庫で保管
100回程度の接種
冷蔵庫で最大5日間の
保管が可能

１ 県内の医療従事者数：約５万人
２ 県内の医療従事者のワクチン接種施設数（令和３年２月４日現在）
○基本型接種施設：１６施設
○連携型接種施設：９４施設



市町村の進捗状況と体制確保に係る準備スケジュール（イメージ）

令和２年度 令和３年度

10～12月 1月 2月 3月 4月 5月

①人員体制の整備

システム改修

クーポン券等の印刷・
郵送
②医療機関と調整・契
約
③医療機関以外の接種
会場の準備

超低温冷凍庫の配置

相談体制の確保

庁内人員体制の確保

システム改修（クーポン券発行分）

システム改修（接種記録
分）
契約事務 印刷準備・印刷 発送（高齢者分）

発送（高齢者以外）

医師会等との調整

会場選定 契約事務

配置先調整
設置リストを国に報告

（県・市町村配分１４台）

予算準備 契約事務 教育期間 コールセンター運用

※必要に応じてワクチン接種受付業務を含む

接種記録

県の支援 ＷＥＢ会議
地域医師会へ訪問し協力依頼

市町村からの問い合わせ対応
医師会へ協力依頼文書発送

市町村の進捗状況（１／２８現在）
①人員体制の整備（２／１現在）：強化済み９団体、実施予定（調整中）７団体
②医療機関との調整・契約 ：接種従事者の確保見込み１１団体
③医療機関以外の接種会場の準備：確保済み８団体

評価：準備は進んでいる状況だが、接種会場や接種従事者の確保等の課題もあるため、県は今後も市町村の
支援を継続していきたい。


